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図１に示された２種類の問題解決過程は，佐藤（2018）が示した，PISA 調査 2006 における数
RME理論に焦点をあてた研究の動向と展望
















































る 視 点 を 指 摘 し た。そ の 視 点 と は，デ・ラ ン ゲ（de Lange, J）や フ ラ ーヴメ イ ヤ ー





























































































































焦点を当てた示唆であり，前述のフラーヴメイヤーの RME 理論（model-of から model-for へ）
に相当する。また，小林は次の２点を課題として挙げた。第一が，RME 理論に基づく事例から
得られた示唆がいずれも「内容」に関するものである点であり，統計的な探究プロセス（例えば，
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